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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】白色画素を含む液晶表示パネルを提供する。
【解決手段】液晶表示パネルは、対向する第１の基板及
び第２の基板と、第１の基板と第２の基板との間に配置
される液晶層と、第１の基板の上に配置され、互いに異
なる色を表示する複数の着色フィルタと、第１の基板の
上に配置され、白色画素の透過領域に配置される透明フ
ィルタと、透明フィルタと同じ物質を含む第２のスペー
サと、を備え、複数の着色フィルタのうちの２つ以上が
第１の基板上において重なり合って重合部をなし、重合
部は、第１のスペーサを形成する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
対向する第１の基板及び第２の基板と、
前記第１の基板と前記第２の基板との間に配置される液晶層と、
前記第１の基板の上に配置され、互いに異なる色を表示する複数の着色フィルタと、
を備え、
前記複数の着色フィルタは、前記白色画素の透過領域内に配置され、互いに異なる色を表
示する少なくとも２つの白色内着色フィルタを備え、
前記少なくとも２つの白色内着色フィルタのうちの２つ以上が白色画素の透過領域内にお
いて重なり合って白色内重合部をなすことを特徴とする、液晶表示パネル。
【請求項２】
前記白色内着色フィルタは前記白色画素の透過領域において他の白色内着色フィルタと重
なり合わずに長く延びる部分を含むことを特徴とする、請求項１に記載の液晶表示パネル
。
【請求項３】
前記少なくとも２つの白色内着色フィルタの長く延びる部分は、互いに平行に延びること
を特徴とする、請求項２に記載の液晶表示パネル。
【請求項４】
前記白色内着色フィルタの長く延びる部分は、前記白色内重合部と接続されていることを
特徴とする、請求項３に記載の液晶表示パネル。
【請求項５】
前記白色内重合部は、スペーサを形成することを特徴とする、請求項１に記載の液晶表示
パネル。
【請求項６】
前記複数の着色フィルタの上に配置される保護膜をさらに備えることを特徴とする、請求
項５に記載の液晶表示パネル。
【請求項７】
前記保護膜は有機物質を含み、
前記白色画素の透過領域に配置される前記保護膜の上面の高さは、着色画素の透過領域に
配置される前記保護膜の上面の高さと実質的に同一であることを特徴とする、請求項６に
記載の液晶表示パネル。
【請求項８】
前記白色内重合部の上に配置される離間部材をさらに備えることを特徴とする、請求項１
に記載の液晶表示パネル。
【請求項９】
前記白色内重合部の最上部に配置される第１の着色フィルタの厚さは、その下に配置され
る第２の着色フィルタの厚さの３０％以上７０％以下であることを特徴とする、請求項１
に記載の液晶表示パネル。
【請求項１０】
前記第１の着色フィルタの前記第２の着色フィルタとの重合領域の第１幅は、２０μｍ以
上５０μｍ以下であることを特徴とする、請求項９に記載の液晶表示パネル。
【請求項１１】
前記重合部は前記第２の着色フィルタの下に配置される第３の着色フィルタをさらに備え
、
前記第２の着色フィルタの前記第３の着色フィルタとの重合領域の幅は、前記第１幅より
大きいことを特徴とする、請求項１０に記載の液晶表示パネル。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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本発明は、液晶表示パネルに係り、さらに詳しくは、白色画素を含む液晶表示パネルに関
する。
【背景技術】
【０００２】
液晶表示装置は、現在最も幅広く用いられている表示装置の一つであり、代表的な受光型
表示装置である。液晶表示装置は、複数の画素を含む液晶表示パネル及び液晶表示パネル
に光を供給するバックライト部を備える。液晶表示パネルは、液晶層及び液晶層に電場を
生成する電場生成電極を備える。
【０００３】
電場生成電極は、画素電極及び対向電極を備える。画素電極は、薄膜トランジスタＴＦＴ
などスイッチング素子に接続されて入力映像信号に対応するデータ電圧が印加される。対
向電極には共通電圧が印加され、表示板の全面に亘って形成されている。画素電極及び対
向電極に電圧を印加して液晶層に生成される電場の強さを調節して液晶分子を再配列させ
ることにより光の透過量を調節して所望の画像を表示することができる。
【０００４】
液晶表示装置は、液晶層を間に挟んで向かい合う両基板を備えるが、この場合、電場生成
電極は向かい合う両基板の上にそれぞれ別々に配置されてもよく、２つの電場生成電極が
両方とも一枚の基板の上に配置されてもよい。
【０００５】
例えば、向かい合う両基板のうちの一方の基板の上には、電場生成電極のうちデータ電圧
が印加される画素電極及び複数の薄膜トランジスタが配列されており、他方の基板の上に
は、赤色、緑色及び青色などの基本色を表示する複数のカラーフィルタ及び画素間の光漏
れを防ぐ遮光部材が形成されている。これとは異なり、遮光部材及びカラーフィルタのう
ちの少なくとも一方を画素電極及び薄膜トランジスタと同じ基板の上に形成してもよい。
【０００６】
液晶表示装置は、ほとんどの場合、三原色である赤色、緑色及び青色の映像をそれぞれ表
示する赤色画素、緑色画素及び青色画素を含む。赤色画素、緑色画素及び青色画素は一つ
のドットをなして各画素の輝度を調節して様々な色表示を実現することができる。しかし
ながら、赤色画素、緑色画素及び青色画素は着色フィルタを備えるため、バックライトか
ら射出した光の量がカラーフィルタを通過しながら低減されて映像の輝度が低下する。こ
のような問題点を解決するために、基本色を表示する画素に加えて、着色フィルタを備え
ないため白色が表示可能な白色画素をさらに備える。白色画素は着色フィルタを備えない
ため、映像の輝度を高めることができる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
液晶表示装置が白色画素を含む場合、一般に、基板の上に白色フィルタ用樹脂などの物質
を全面に蒸着した後にフォトエッチング工程などを用いてパターニングしなければならな
い。したがって、白色画素を追加する場合に輝度を高めることはできるが、フォトエッチ
ング工程が追加されて工程時間、工程コストなどが増加し、しかも、製造工程が複雑にな
る。
【０００８】
本発明が解決しようとする課題は、白色画素を含む液晶表示装置の製造工程を単純化させ
て製造時間、製造コストなどを減らすことである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
本発明の一実施形態による液晶表示パネルは、対向する第１の基板及び第２の基板と、前
記第１の基板と前記第２の基板との間に配置される液晶層と、前記第１の基板の上に配置
され、互いに異なる色を表示する複数の着色フィルタと、前記第１の基板の上に配置され
、白色画素の透過領域に配置される透明フィルタと、前記透明フィルタと同じ物質を含む



(4) JP 2020-73968 A 2020.5.14

10

20

30

40

50

第２のスペーサと、を備え、前記複数の着色フィルタのうちの２つ以上が前記第１の基板
上において重なり合って重合部をなし、前記重合部は、第１のスペーサを形成する。
【００１０】
本発明の一実施形態による液晶表示パネルは、対向する第１の基板及び第２の基板と、前
記第１の基板と前記第２の基板との間に配置される液晶層と、前記第１の基板の上に配置
され、互いに異なる色を表示する複数の着色フィルタと、前記第１の基板及び前記着色フ
ィルタの上に配置され、有機物質を含む保護膜と、を備え、前記複数の着色フィルタのう
ちの２つ以上が前記第１の基板上において重なり合って重合部をなし、前記重合部はスペ
ーサを形成し、白色画素の透過領域に配置される前記保護膜の厚さは、着色画素の透過領
域に配置される前記着色フィルタの厚さよりも大きいか実質的に等しく、前記白色画素の
透過領域に配置される前記保護膜の厚さは、前記着色画素の透過領域に配置される前記保
護膜の厚さよりも大きい。
【００１１】
本発明の一実施形態による液晶表示パネルは、対向する第１の基板及び第２の基板と、前
記第１の基板と前記第２の基板との間に配置される液晶層と、前記第１の基板の上に配置
され、互いに異なる色を表示する複数の着色フィルタと、を備え、前記複数の着色フィル
タは、前記白色画素の透過領域内に配置され、互いに異なる色を表示する少なくとも２つ
の白色内着色フィルタを備え、前記少なくとも２つの白色内着色フィルタのうちの２つ以
上が白色画素の透過領域内において重なり合って白色内重合部をなす。
【００１２】
本発明の一実施形態による液晶表示パネルの製造方法は、第１の基板の上に互いに異なる
色を表示する複数の着色フィルタを形成するステップと、前記複数の着色フィルタが形成
される前記第１の基板の上に同じ工程を用いて透明フィルタ及び透明離間部材を形成する
ステップと、を含み、前記複数の着色フィルタのうちの２つ以上が前記第１の基板上にお
いて重なり合って重合部をなして周辺よりも突出している。
【００１３】
本発明の一実施形態による液晶表示パネルの製造方法は、第１の基板の上に互いに異なる
色を表示する複数の着色フィルタを形成するステップと、前記複数の着色フィルタが形成
される前記第１の基板の上に有機物質を含む保護膜を形成するステップと、を含み、前記
複数の着色フィルタのうちの２つ以上が前記第１の基板上において重なり合って重合部を
なして周辺よりも突出し、白色画素の透過領域に配置される前記保護膜の厚さは、着色画
素の透過領域に配置される前記着色フィルタの厚さよりも大きいか実質的に等しく、前記
白色画素の透過領域に配置される前記保護膜の厚さは、前記着色画素の透過領域に配置さ
れる前記保護膜の厚さよりも大きい。
【００１４】
本発明の一実施形態による液晶表示パネルの製造方法は、第１の基板の上に互いに異なる
色を表示する複数の着色フィルタを形成するステップを含み、前記複数の着色フィルタは
、前記白色画素の透過領域内に配置され、互いに異なる色を表示する少なくとも２つの白
色内着色フィルタを備え、前記少なくとも２つの白色内着色フィルタのうちの２つ以上が
前記白色画素の透過領域内において重なり合って白色内重合部をなす。
【発明の効果】
【００１５】
本発明の実施形態によれば、白色画素を含む液晶表示パネルの製造工程を単純化させて製
造時間、製造コストなどを減らすことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１Ａ】本発明の一実施形態による液晶表示パネルの概略的な断面図である。
【図１Ｂ】本発明の一実施形態による液晶表示パネルの配置図である。
【図２】図１Ｂに示す液晶表示パネルをＩＩ-ＩＩ線に沿って切り取った断面図である。
【図３】図１Ｂに示す液晶表示パネルをＩＩ-ＩＩ線に沿って切り取った断面図である。
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【図４】図１Ｂに示す液晶表示パネルをＩＩ-ＩＩ線に沿って切り取った断面図である。
【図５】図１Ｂに示す液晶表示パネルをＩＩ-ＩＩ線に沿って切り取った断面図である。
【図６】図１Ｂに示す液晶表示パネルをＩＩ-ＩＩ線に沿って切り取った断面図である。
【図７】図１Ｂに示す液晶表示パネルをＩＩ-ＩＩ線に沿って切り取った断面図である。
【図８Ａ】本発明の一実施形態による液晶表示パネルの配置図である。
【図８Ｂ】図８Ａに示す液晶表示パネルをＶＩＩＩ-ＶＩＩＩ線に沿って切り取った断面
図である。
【図９】図８Ａに示す液晶表示パネルをＶＩＩＩ-ＶＩＩＩ線に沿って切り取った断面図
である。
【図１０Ａ】本発明の一実施形態による液晶表示パネルの配置図である。
【図１０Ｂ】図１０Ａに示す液晶表示パネルをＸ-Ｘ線に沿って切り取った断面図である
。
【図１１】図１０Ａに示す液晶表示パネルをＸ-Ｘ線に沿って切り取った断面図である。
【図１２】図１０Ａに示す液晶表示パネルをＸ-Ｘ線に沿って切り取った断面図である。
【図１３】図１０Ａに示す液晶表示パネルをＸ-Ｘ線に沿って切り取った断面図である。
【図１４】図１０Ａに示す液晶表示パネルをＸ-Ｘ線に沿って切り取った断面図である。
【図１５】図１０Ａに示す液晶表示パネルをＸ-Ｘ線に沿って切り取った断面図である。
【図１６】図１０Ａに示す液晶表示パネルをＸ-Ｘ線に沿って切り取った断面図である。
【図１７】図１０Ａに示す液晶表示パネルをＸ-Ｘ線に沿って切り取った断面図である。
【図１８】図１０Ａに示す液晶表示パネルをＸ-Ｘ線に沿って切り取った断面図である。
【図１９】図１０Ａに示す液晶表示パネルをＸ-Ｘ線に沿って切り取った断面図である。
【図２０】図１０Ａに示す液晶表示パネルをＸ-Ｘ線に沿って切り取った断面図である。
【図２１】図１０Ａに示す液晶表示パネルをＸ-Ｘ線に沿って切り取った断面図である。
【図２２】図１０Ａに示す液晶表示パネルをＸ-Ｘ線に沿って切り取った断面図である。
【図２３】図１０Ａに示す液晶表示パネルをＸ-Ｘ線に沿って切り取った断面図である。
【図２４】図１０Ａに示す液晶表示パネルをＸ-Ｘ線に沿って切り取った断面図である。
【図２５】図１０Ａに示す液晶表示パネルをＸ-Ｘ線に沿って切り取った断面図である。
【図２６】図１０Ａに示す液晶表示パネルをＸ-Ｘ線に沿って切り取った断面図である。
【図２７】図１０Ａに示す液晶表示パネルをＸ-Ｘ線に沿って切り取った断面図である。
【図２８】図１０Ａに示す液晶表示パネルをＸ-Ｘ線に沿って切り取った断面図である。
【図２９】図１０Ａに示す液晶表示パネルをＸ-Ｘ線に沿って切り取った断面図である。
【図３０】図１０Ａに示す液晶表示パネルをＸ-Ｘ線に沿って切り取った断面図である。
【図３１】図１０Ａに示す液晶表示パネルをＸ-Ｘ線に沿って切り取った断面図である。
【図３２】図１０Ａに示す液晶表示パネルをＸ-Ｘ線に沿って切り取った断面図である。
【図３３】図１０Ａに示す液晶表示パネルをＸ-Ｘ線に沿って切り取った断面図である。
【図３４Ａ】本発明の一実施形態による液晶表示パネルの配置図である。
【図３４Ｂ】図３４Ａに示す液晶表示パネルをＸＸＸＩＶ-ＸＸＸＩＶ線に沿って切り取
った断面図である。
【図３５】図３４Ａに示す液晶表示パネルをＸＸＸＩＶ-ＸＸＸＩＶ線に沿って切り取っ
た断面図である。
【図３６】図３４Ａに示す液晶表示パネルをＸＸＸＩＶ-ＸＸＸＩＶ線に沿って切り取っ
た断面図である。
【図３７】図３４Ａに示す液晶表示パネルをＸＸＸＩＶ-ＸＸＸＩＶ線に沿って切り取っ
た断面図である。
【図３８】本発明の一実施形態による液晶表示パネルの隣接した３つの画素に対する配置
図である。
【図３９】図３８に示す液晶表示パネルをＸＸＸＩＸ-ＸＸＸＩＸ線に沿って切り取った
断面図である。
【図４０】図３８に示す液晶表示パネルをＸＸＸＩＸ-ＸＸＸＩＸ線に沿って切り取った
断面図である。
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【図４１】図３８に示す液晶表示パネルをＸＸＸＩＸ-ＸＸＸＩＸ線に沿って切り取った
断面図である。
【図４２】図３８に示す液晶表示パネルをＸＸＸＩＸ-ＸＸＸＩＸ線に沿って切り取った
断面図である。
【図４３】図３８に示す液晶表示パネルをＸＸＸＩＸ-ＸＸＸＩＸ線に沿って切り取った
断面図である。
【図４４】図３８に示す液晶表示パネルをＸＸＸＩＸ-ＸＸＸＩＸ線に沿って切り取った
断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
以下、添付図面に基づき、本発明の好適な実施形態について本発明が属する技術分野にお
いて通常の知識を有する者が実施できる程度に詳細に説明する。しかしながら、本発明は
、ここで説明される実施形態に何ら限定されるものではなく、他の形態に具体化可能であ
る。
【００１８】
図中、様々な層及び領域の厚さは、明確性を図るために誇張されている。明細書全体に亘
って同じ部分に対しては同じ図面符号を付する。なお、層、膜、領域、板などの部分が他
の部分の「上」にあるとしたとき、それは、他の部分の「真上」にある場合だけではなく
、これらの間にさらに他の部分がある場合も含む。逆に、ある部分が他の部分の「直上」
にあるとしたとき、これらの間に他の部分がないことを意味する。
【００１９】
本発明を明確に説明するために、説明とは関係ない部分は省略し、明細書全体に亘って同
一又は類似の構成要素に対しては同じ参照符号を付ける。
【００２０】
明細書全体において、ある部分が他の部分と「接続」されているとしたとき、これは、「
直結」されている場合だけではなく、これらの間に他の素子を間に挟んで「電気的に接続
」されている場合も含む。また、ある部分がある構成要素を「備える」としたとき、これ
は、特に断りのない限り、他の構成要素を除外するわけではなく、他の構成要素をさらに
備える場合があることを意味する。
【００２１】
まず、図１Ａに基づき、本発明の一実施形態による液晶表示パネルを備える液晶表示装置
について説明する。
【００２２】
図１Ａを参照すると、本発明の一実施形態による液晶表示装置１は、液晶表示パネル３０
０及び液晶表示パネル３００に光を供給するバックライト部９００を備える。バックライ
ト部９００が供給する光は、白色光であってもよく、特定の波長の基本色の光であっても
よい。
【００２３】
液晶表示パネル３００は、対向する薄膜トランジスタパネル１００及び対向パネル２００
と、２枚のパネル１００、２００の間に配置される液晶層３と、を備える。図示はしない
が、平面視において、本発明の一実施形態による液晶表示パネル３００は、映像を表示す
る表示領域を備え、表示領域は、複数の画素を含む。ここで、平面視とは、液晶表示パネ
ル３００の上面又は下面に垂直な方向に液晶表示パネル３００を観察する方向から見るこ
とを意味する。
【００２４】
薄膜トランジスタパネル１００は、複数の薄膜トランジスタ及びここに接続されている複
数の信号線を備える。信号線は、薄膜トランジスタにゲート信号を送信するゲート線及び
薄膜トランジスタにデータ信号を送信するデータ信号を備える。薄膜トランジスタはスイ
ッチング素子であり、ゲート信号により制御されてデータ線のデータ電圧を伝達する。
【００２５】



(7) JP 2020-73968 A 2020.5.14

10

20

30

40

50

対向パネル２００には複数の着色フィルタが配置されるが、本発明はこれに何ら限定され
るものではない。着色フィルタは、ホワイトではない特定の波長の色の光を通過させ、色
表示を実現するための複数の基本カラーフィルタを備える。基本色の例としては、赤色、
緑色、青色などの三原色が挙げられる。着色フィルタは、薄膜トランジスタパネル１００
に配置される。
【００２６】
液晶層３は、液晶分子（図示せず）を含む。液晶層３は、正の誘電率異方性又は負の誘電
率異方性を有する。液晶分子は、液晶層３に電場がない状態でその長軸が薄膜トランジス
タパネル１００又は対向パネル２００の表面に対して略水平又は垂直になるように配向さ
れる。このために、薄膜トランジスタパネル１００又は対向パネル２００の内側面には配
向膜が形成される。配向膜は、パネルの内側面に配向液を塗布した後に、ラビングなどの
物理的な処理、光照射などの光学的な処理又は化学的な処理などを施して形成する。また
、配向膜又は液晶層３は、液晶分子を配向させたりプレチルトを与えたりするための重合
体などの配向補助手段を備える。配向補助手段は、光学的又は化学的な方法により形成さ
れる。
【００２７】
本発明の一実施形態による薄膜トランジスタパネル１００は、薄膜トランジスタを介して
データ電圧が印加される画素電極（図示せず）を備える。対向パネル２００又は薄膜トラ
ンジスタパネル１００は、対向電極（図示せず）を備える。画素電極及び対向電極は両方
とも液晶層３に電場を生成する電場生成電極である。画素電極及び対向電極に電圧が印加
されれば、液晶層３に電場が生成され、液晶分子が再配列される。液晶層３に生成される
電場の強さを調節して液晶分子の再配列の度合いを調節することができ、これにより、液
晶層３を通過する光の偏光の変化度が調節される。すると、液晶層３を通過した光は偏光
子などにより透過率が調節され、これにより映像が表示される。
【００２８】
以下、本発明の一実施形態による液晶表示パネルが備える対向パネル２００の具体的な構
造について、図１Ａ及び図１Ｂ、図２から図９に基づいて説明する。
【００２９】
図１Ｂは、本発明の一実施形態による液晶表示パネルの配置図であり、図２から図７は、
それぞれ図１Ｂに示す液晶表示パネルをＩＩ-ＩＩ線に沿って切り取った断面図であり、
図８Ａは、本発明の一実施形態による液晶表示パネルの配置図であり、図８Ｂ及び図９は
、それぞれ図８Ａに示す液晶表示パネルをＶＩＩＩ-ＶＩＩＩ線に沿って切り取った断面
図である。
【００３０】
図１Ｂ及び図２を参照すると、本発明の一実施形態による液晶表示パネルは複数の画素を
備え、複数の画素は、複数の着色画素（ｃｏｌｏｒｐｉｘｅｌ）ＰＸ_１、ＰＸ_２、ＰＸ
_３及び白色画素（ｗｈｉｔｅｐｉｘｅｌ）ＰＸ_Ｗを備える。複数の画素は、略マトリッ
クス状に配列されるが、本発明はこれに何ら限定されるものではない。
【００３１】
互いに異なる色を表示する着色画素ＰＸ_１、ＰＸ_２、ＰＸ_３及びこれと隣り合う白色
画素ＰＸ_Ｗは一緒に一つのドットをなして、灰色、白色、黒色をはじめとする様々な色
の映像を表示する。特に、白色画素ＰＸ_Ｗは色を表現せず、透明であるため、自身が属
するドットが示す映像の輝度を高める役割を果たす。
【００３２】
ここで、画素とは、一つの入力映像信号に対応する映像を表示する単位領域を意味し、光
が実際に透過又は射出される透過領域（開口領域とも呼ばれる。）及び光が遮断される遮
光領域を備える。遮光領域には、当該画素の薄膜トランジスタなどの電気素子又は遮光部
材２２０が配置される。
【００３３】
本発明の実施形態においては、３種類の着色画素ＰＸ_１、ＰＸ_２、ＰＸ_３のみ開示し
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ているが、互いに異なる色を表示する着色画素ＰＸ_１、ＰＸ_２、ＰＸ_３の数はこれに
何ら限定されない。また、一つのドットが一つの白色画素ＰＸ_Ｗのみを含むと開示して
いるが、一つのドットに含まれている白色画素ＰＸ_Ｗの数もこれに何ら限定されるもの
ではない。
【００３４】
本発明の一実施形態による対向パネル２００は、断面構造からみたとき、複数の基板２１
０の上に配置される着色フィルタ２３０と、白色フィルタ３３０及び遮光部材２２０を備
える。
【００３５】
基板２１０は、ガラス、プラスチックなどの絶縁物質により作製される。
【００３６】
基板２１０の上には、遮光部材２２０が配置される。表示領域に配置される遮光部材２２
０はブラックマトリックス（ｂｌａｃｋｍａｔｒｉｘ）とも呼ばれ、画素ＰＸ_１、ＰＸ_
２、ＰＸ_３、ＰＸ_Ｗの透過領域を限定する複数の開口部を有する。遮光部材２２０は、
隣り合う画素ＰＸ_１、ＰＸ_２、ＰＸ_３、ＰＸ_Ｗの間に配置されて光漏れを防ぐ。遮光
部材２２０は、ブラックカーボン（ｂｌａｃｋｃａｒｂｏｎ）などの遮光用顔料を含み、
感光性有機物質を含む。
【００３７】
基板２１０及び遮光部材２２０の上には、複数の着色フィルタ２３０が配置される。着色
フィルタ２３０は、色を表示する顔料を含み、バインダー、光開始剤、モノマーなどの有
機物質を含む。着色フィルタ２３０は、例えば、赤色、緑色、青色などの三原色をそれぞ
れ表示する赤色フィルタ、緑色フィルタ及び青色フィルタを備える。しかしながら、着色
フィルタ２３０が表示する色はこれらに何ら限定されるものではなく、他の基本色、例え
ば、マゼンタ、シアン、イエローなどの三原色を表示することもできる。
【００３８】
一つの着色画素ＰＸ_１、ＰＸ_２、ＰＸ_３には、当該色を表示する着色フィルタ２３０
が配置される。基板２１０の一部の領域の上には、遮光部材２２０及び複数の着色フィル
タ２３０のうちの少なくとも２つが積み重ねられて重合部ＯＰを形成する。重合部ＯＰは
、遮光部材２２０、薄膜トランジスタパネル１００の薄膜トランジスタ、ゲート線、デー
タ線などの信号線と重なり合う個所に配置されるが、これに何ら限定されない。図２は、
遮光部材２２０の上に２つの互いに異なる色の着色フィルタ２３０が積み重ねられる例を
示す。図２とは異なり、重なり合う着色フィルタ２３０の下に遮光部材２２０が配置され
てもよい。
【００３９】
説明上の便宜上、重合部ＯＰをなす着色フィルタ２３０のうち最下部に配置される着色フ
ィルタを第１の着色フィルタ２３０_１と称し、その上のｎ番目（ｎは、２以上の自然数
）に配置される着色フィルタを第ｎの着色フィルタ２３０_ｎと称する。
【００４０】
重なり合って重合部ＯＰをなす着色フィルタ２３０は、図２に示すように、隣り合う着色
画素ＰＸ_１、ＰＸ_２、ＰＸ_３の着色フィルタ２３０に接離される。
【００４１】
重合部ＯＰにおける遮光部材２２０の上に配置される第１の着色フィルタ２３０_１の厚
さＢ１は、着色画素ＰＸ_１、ＰＸ_２、ＰＸ_３の透過領域に配置される着色フィルタ２
３０の厚さＢ０よりも小さい。例えば、厚さＢ１は、厚さＢ０の約３０％～約７０％であ
る。着色画素ＰＸ_１、ＰＸ_２、ＰＸ_３の透過領域に配置される着色フィルタ２３０の
厚さＢ０は約１.５μｍ～約２.５μｍであるが、本発明はこれに何ら限定されない。
【００４２】
重合部ＯＰにおける第１の着色フィルタ２３０_１の上に配置される第２の着色フィルタ
２３０_２の厚さＢ２も、着色画素ＰＸ_１、ＰＸ_２、ＰＸ_３の透過領域に配置される着
色フィルタ２３０の厚さＢ０及び第１の着色フィルタ２３０_１の厚さＢ１よりも小さい
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。例えば、厚さＢ２は、厚さＢ１よりも小さく、且つ、厚さＢ０の約２０％～約５０％で
ある。さらに、第ｎの着色フィルタ２３０_ｎの厚さは、真下の第（ｎ-１）の着色フィル
タ２３０_（ｎ-１）の厚さよりも小さく、例えば、第（ｎ-１）の着色フィルタ２３０_（
ｎ-１）の厚さの約３０％～約７０％である。
【００４３】
このような重合部ＯＰをなす着色フィルタ２３０の厚さは、重合領域の面積に応じて調節
される。
【００４４】
重合部ＯＰにおける第ｎの着色フィルタ２３０_ｎの重合面積は、真下の第（ｎ-１）の着
色フィルタ２３０_（ｎ-１）の重合面積よりも小さいか等しい。また、第ｎの着色フィル
タ２３０_ｎの第（ｎ-１）の着色フィルタ２３０_（ｎ-１）との重合領域は、第（ｎ-１
）の着色フィルタ２３０_（ｎ-１）及びその下層の重合領域の内部に配置される。
【００４５】
重合部ＯＰをなす着色フィルタ２３０のうち最上部に配置される着色フィルタ２３０の重
合幅は、例えば、約２０μｍ～約５０μｍである。ここで、重合幅とは、その下層と重な
り合う部分の幅を意味する。図２に示す実施形態において、第１の着色フィルタ２３０_
１と重なり合う第２の着色フィルタ２３０_２の重合幅Ａ２は、約２０μｍ～約５０μｍ
であり、遮光部材２２０と重なり合う第１の着色フィルタ２３０_１の重合幅Ａ１は、重
合幅Ａ２よりも大きいか等しい。
【００４６】
上述した設計条件下では、重合部を安定的に形成することができる。
【００４７】
着色フィルタ２３０及び基板２１０上の全面には、オーバーコート膜（ｏｖｅｒｃｏａｔ
ｌａｙｅｒ）２５０が形成される。オーバーコート膜２５０は透明な有機物質を含み、そ
の粘度は適切に調節されて基板２１０の上における平坦度を調節する。白色画素ＰＸ_Ｗ
の透過領域におけるオーバーコート膜２５０の上面の高さは、着色画素ＰＸ_１、ＰＸ_２
、ＰＸ_３の透過領域におけるオーバーコート膜２５０の上面の高さよりも低く、その高
さの差分は、オーバーコート膜２５０の粘度により異なる。
【００４８】
オーバーコート膜２５０の上には、透明フィルタ３３０及び透明離間部材（ｔｒａｎｓｐ
ａｒｅｎｔｓｐａｃｉｎｇ ｍｅｍｂｅｒ）３５０が配置される。
【００４９】
透明フィルタ３３０は、白色フィルタとも呼ばれる。透明フィルタ３３０は、説明の便宜
のためにフィルタという用語を用いるが、透明フィルタ３３０を通過する光の波長が実質
的に変化することなく通過する光の色がそのまま維持されるフィルタを意味する。すなわ
ち、透明フィルタ３３０に白色光が入射すれば、白色光がそのまま出射され、透明フィル
タ３３０に緑色光が入射すれば、緑色光がそのまま射出される。しかしながら、透明フィ
ルタ３３０の特性に応じて通過する光の波長が所定の範囲内において変化することもある
。例えば、透明フィルタ３３０を緑色光が通過する場合、たとえ緑色光が射出されても、
色座標が所定の範囲内において変化された緑色光が射出されることもある。
【００５０】
透明フィルタ３３０は、白色画素ＰＸ_Ｗの透過領域に配置される部分を含む。透明フィ
ルタ３３０は、オーバーコート膜２５０の上面の低い個所に配置されてオーバーコート膜
２５０の高さ差を補償する。したがって、着色画素ＰＸ_１、ＰＸ_２、ＰＸ_３における
オーバーコート膜２５０の上面の高さ及び白色画素ＰＸ_Ｗにおける透明フィルタ３３０
の上面の高さは略同様であり、全体的に平らになる。これにより、白色画素ＰＸ_Ｗのセ
ルギャップが着色画素ＰＸ_１、ＰＸ_２、ＰＸ_３のセルギャップに実質的に等しくなる
。これにより、液晶表示パネルを側面からみたとき、色座標が歪むことが防がれる。特に
、本発明の実施形態においては、オーバーコート膜２５０の粘度及び透明フィルタ３３０
の厚さのうちの少なくとも一方を適切に調節して全体的な平坦度を容易に調節する。



(10) JP 2020-73968 A 2020.5.14

10

20

30

40

50

【００５１】
透明離間部材３５０は、図２に示すように、遮光部材２２０と、複数の着色フィルタ２３
０のうちの少なくとも２つが積み重ねられてなる複数の重合部ＯＰのうちの少なくとも一
方の上に配置されてもよく、重合部ＯＰ以外の個所のうち画素の透過領域を除く個所に配
置されてもよい。特に、図２に示すように、透明離間部材３５０が重合部ＯＰと重なり合
う個所に配置される場合、重合部ＯＰと透明離間部材３５０及びこれらの間のオーバーコ
ート膜２５０は、周辺よりも高い上面をもって突出していてメインスペーサＣＳ_Ｍを形
成する。メインスペーサＣＳ_Ｍは、液晶層３のセルギャップ、すなわち、対向パネル２
００と薄膜トランジスタパネル１００との間の間隔を維持する役割を果たす。
【００５２】
透明離間部材３５０が配置されていない重合部ＯＰの上面は、メインスペーサＣＳ_Ｍの
上面よりは低いが周辺よりは高く、突出してサブスペーサＣＳ_Ｓを形成する。サブスペ
ーサＣＳ_Ｓは、外部の圧力により対向パネル２００又は薄膜トランジスタパネル１００
が内側に反る場合にも液晶層３のセルギャップを維持する役割を果たす。
【００５３】
透明離間部材３５０の幅Ａ１０は、重合部ＯＰの最上部に配置される第２の着色フィルタ
２３０_２の重合幅Ａ２のそれよりも小さいか等しい。また、透明離間部材３５０の第２
の着色フィルタ２３０_２との重合領域は、第２の着色フィルタ２３０_２とその真下の第
１の着色フィルタ２３０_１との重合領域の内部に配置される。
【００５４】
透明離間部材３５０及び透明フィルタ３３０は、同じ工程及び同じ物質を用いて形成する
。透明離間部材３５０及び透明フィルタ３３０は、透明な有機物質を含み、例えば、アク
リル系樹脂などを含む。
【００５５】
透明離間部材３５０の厚さＢ１０及び透明フィルタ３３０の厚さＢ１１は、同一又は異な
る。本発明の実施形態においては、透明離間部材３５０が透明フィルタ３３０よりも高い
個所に配置されるため、透明離間部材３５０の厚さＢ１０は透明フィルタ３３０の厚さＢ
１１よりも小さい例を挙げているが、本発明はこれに何ら限定されるものではなく、透明
フィルタ３３０の厚さＢ１１が透明離間部材３５０の厚さＢ１０よりも小さくてもよい。
本発明の他の実施形態によれば、ハーフトーンを含むフォトマスクを用いて透明離間部材
３５０の厚さＢ１０と透明フィルタ３３０の厚さＢ１１を異ならせて形成してもよい。
【００５６】
オーバーコート膜２５０及び透明フィルタ３３０の上には、対向電極２７０が配置される
。対向電極２７０は、酸化インジウム錫（ＩＴＯ）や酸化インジウム亜鉛（ＩＺＯ）など
の透明導電物質を含んで共通電圧を伝達する。対向電極２７０はパターニングされていて
もよく、透明離間部材３５０及び重合部ＯＰの上には対向電極２７０が配置されない。
【００５７】
このような対向パネル２００の製造方法について説明すると、まず、基板２１０の上に遮
光部材用物質を積層し、露光及び現像するフォトリソグラフィ工程を用いて複数の開口部
を有する遮光部材２２０を形成する。
【００５８】
次いで、遮光部材２２０の上に複数の着色フィルタ２３０を形成する。特に、図２に示す
ように、遮光部材２２０及び複数の着色フィルタ２３０のうちの少なくとも２つが重なり
合う重合部ＯＰを形成する。このとき、着色フィルタ２３０のパターニングは、フォトリ
ソグラフィ工程を用いて行う。
【００５９】
次いで、基板２１０の全面に有機物質を積層してオーバーコート膜２５０を形成する。
【００６０】
次いで、オーバーコート膜２５０の上に透明有機物質を積層してパターニングして透明離
間部材３５０及び透明フィルタ３３０を一緒に形成する。このとき、透明離間部材３５０
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及び透明フィルタ３３０のパターニングは、一枚のフォトマスクを用いたフォトリソグラ
フィ工程を用いて行う。
【００６１】
次いで、オーバーコート膜２５０及び透明フィルタ３３０の上に透明導電物質を積層して
パターニングして対向電極２７０を形成する。
【００６２】
このように、本発明の実施形態によれば、メインスペーサＣＳ_Ｍをなす透明離間部材３
５０及び白色画素ＰＸ_Ｗの透明フィルタ３３０を一つのフォトリソグラフィ工程を用い
て同時に形成するので、フォトマスク及びフォトリソグラフィ工程の追加なしに工程を単
純化させて工程時間及び工程コストを減らすことができる。上述したように、透明フィル
タ３３０は、白色画素ＰＸ_Ｗのセルギャップを着色画素ＰＸ_１、ＰＸ_２、ＰＸ_３のセ
ルギャップに等しくして側面における色座標の変化を防いで表示品質が高められる。
【００６３】
さらに、本発明の実施形態によれば、遮光部材２２０及び複数の着色フィルタ２３０のう
ちの少なくとも２つが重なり合う複数の重合部ＯＰを形成し、そのうちの一部に透明離間
部材３５０を形成するので、高さが異なるメインスペーサＣＳ_Ｍ及びサブスペーサＣＳ_
Ｓの両方を追加工程なしに容易に形成することができ、様々な外部の圧力にも液晶表示パ
ネルのセルギャップを安定的に維持することができる。
【００６４】
また、本発明の実施形態によれば、安定したメインスペーサＣＳ_Ｍ及びサブスペーサＣ
Ｓ_Ｓを形成することができる。
【００６５】
このようにして製造された対向パネル２００は、別途に製造された薄膜トランジスタパネ
ル１００と貼り合わせられ、液晶物質を両基板１１０、２１０の間に注入して液晶表示パ
ネルを完成する。
【００６６】
次いで、図３を参照すると、本発明の実施形態による対向パネル２００は、図１Ｂ及び図
２に示す実施形態とほとんど同様であるが、遮光部材２２０の上に３つの互いに異なる色
の着色フィルタ２３０が重なって重合部ＯＰを形成している。すなわち、重合部ＯＰは、
遮光部材２２０と、その上の第１の着色フィルタ２３０_１と、その上の第２の着色フィ
ルタ２３０_２及びその上の第３の着色フィルタ２３０_３を備える。
【００６７】
重合部ＯＰにおける遮光部材２２０の上に配置される第１の着色フィルタ２３０_１の厚
さＢ１は、着色画素ＰＸ_１、ＰＸ_２、ＰＸ_３の透過領域に配置される着色フィルタ２
３０の厚さＢ０よりも小さく、例えば、厚さＢ１は厚さＢ０の約３０％～約７０％である
。重合部ＯＰにおける第２の着色フィルタ２３０_２の厚さＢ２も第１の着色フィルタ２
３０_１の厚さＢ１よりも小さく、例えば、厚さＢ０の約２０％～約５０％である。また
、第３の着色フィルタ２３０_３の厚さＢ３も第２の着色フィルタ２３０_２の厚さＢ２よ
りも小さく、例えば、厚さＢ０の約１０％～約４０％である。
【００６８】
重合部ＯＰをなす着色フィルタ２３０のうち最上部に配置される第３の着色フィルタ２３
０_３の重合幅Ａ３は、例えば、約２０μｍ～約５０μｍであり、その下の第２の着色フ
ィルタ２３０_２の重合幅Ａ２は重合幅Ａ３よりも大きく、第１の着色フィルタ２３０_１
の重合幅Ａ１は重合幅Ａ２よりも大きい。
【００６９】
本発明の実施形態において、重合部ＯＰの上に配置される透明離間部材３５０の幅Ａ１０
は、重合部ＯＰの最上部に配置される第３の着色フィルタ２３０_３の重合幅Ａ３よりも
小さいか等しいので、安定的に積み重ねられる。
【００７０】
加えて、図１Ｂ及び図２に示す実施形態の様々な特徴及び効果が本発明の実施形態にも同
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様に適用され、ここでは、重複する説明は省略する。
【００７１】
次いで、図４を参照すると、本発明の実施形態による対向パネル２００は、図１Ｂ及び図
２に示す実施形態とほとんど同様であるが、透明離間部材３５０が重合部ＯＰ及び重合部
ＯＰの上に配置されず、画素の透過領域を除く個所、例えば、遮光部材２２０又は薄膜ト
ランジスタと重なり合う個所に配置される。
【００７２】
この場合、遮光部材２２０及び複数の着色フィルタ２３０のうちの少なくとも２つが重な
り合う重合部ＯＰの上面及び透明離間部材３５０の上面の高さは、実質的に同一又は異な
る。図４に示すように、重合部ＯＰの上面が透明離間部材３５０の上面よりも高い場合、
重合部ＯＰはその上のオーバーコート膜２５０などと共にメインスペーサＣＳ_Ｍをなし
、透明離間部材３５０はサブスペーサＣＳ_Ｓをなす。これとは異なり、重合部ＯＰの上
面及び透明離間部材３５０の上面が実質的に同一である場合、同じスペーサＣＳとして機
能する。
【００７３】
加えて、図１Ｂ及び図２に示す実施形態の様々な特徴及び効果が本発明の実施形態にも同
様に適用され、ここでは、重複する説明は省略する。
【００７４】
次いで、図５を参照すると、本発明の実施形態による対向パネルは、図４に示す実施形態
とほとんど同様であるが、遮光部材２２０の上に３つの互いに異なる色の着色フィルタ２
３０が重なって重合部ＯＰを形成している。すなわち、重合部ＯＰは、遮光部材２２０と
、その上の第１の着色フィルタ２３０_１と、その上の第２の着色フィルタ２３０_２及び
その上の第３の着色フィルタ２３０_３を備える。
【００７５】
加えて、図４に示す実施形態及び図３に示す実施形態の様々な特徴及び効果が本発明の実
施形態にも同様に適用され、ここでは、重複する説明は省略する。
【００７６】
次いで、図６を参照すると、本発明の実施形態による対向パネルは、図４に示す実施形態
とほとんど同様であるが、重合部ＯＰの上面が透明離間部材３５０の上面よりも低い。こ
の場合、重合部ＯＰは、その上のオーバーコート膜２５０などと共にサブスペーサＣＳ_
Ｓをなし、透明離間部材３５０はメインスペーサＣＳ_Ｍをなす。これとは異なり、重合
部ＯＰの上面及び透明離間部材３５０の上面が実質的に同一である場合、同じスペーサＣ
Ｓとして機能する。
【００７７】
次いで、図７を参照すると、本発明の実施形態による対向パネルは、図６に示す実施形態
とほとんど同様であるが、遮光部材２２０の上に３つの互いに異なる色の着色フィルタ２
３０が重なって重合部ＯＰを形成している。すなわち、重合部ＯＰは、遮光部材２２０と
、その上の第１の着色フィルタ２３０_１と、その上の第２の着色フィルタ２３０_２及び
その上の第３の着色フィルタ２３０_３を備える。
【００７８】
加えて、図６に示す実施形態及び図３に示す実施形態の様々な特徴及び効果が本発明の実
施形態にも同様に適用され、ここでは、重複する説明は省略する。
【００７９】
次いで、図８Ａ及び図８Ｂを参照すると、本発明の実施形態による対向パネルは、図１Ｂ
及び図２に示す実施形態とほとんど同様であるが、透明フィルタ３３０及び透明離間部材
３５０を形成しない。すなわち、白色画素ＰＸ_Ｗには別途の透明フィルタが形成されず
、セルギャップを維持するための別途のスペーサが形成されない。このため、透明フィル
タ及び透明離間部材を形成するためのフォトリソグラフィ工程が省略されて製造工程がさ
らに単純化する。その代わりに、遮光部材２２０及び複数の着色フィルタ２３０の少なく
とも２つが重なり合ってなる重合部ＯＰの上面が周辺よりも高く形成されて重合部ＯＰ及
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びその上のオーバーコート膜２５０が一緒にセルギャップを維持するスペーサＣＳとして
機能する。
【００８０】
白色画素ＰＸ_Ｗの透過領域のほとんどは、オーバーコート膜２５０により充填される。
このため、白色画素ＰＸ_Ｗの透過領域に配置されるオーバーコート膜２５０の厚さは、
着色画素ＰＸ_１、ＰＸ_２、ＰＸ_３の透過領域に配置される着色フィルタ２３０の厚さ
に実質的に等しいか厚い。また、白色画素ＰＸ_Ｗの透過領域に配置されるオーバーコー
ト膜２５０の厚さは、着色画素ＰＸ_１、ＰＸ_２、ＰＸ_３の着色フィルタ２３０の上に
配置されるオーバーコート膜２５０の厚さよりも大きい。これにより、白色画素ＰＸ_Ｗ
におけるオーバーコート膜２５０の上面の高さは、着色画素ＰＸ_１、ＰＸ_２、ＰＸ_３
の透過領域に配置される着色フィルタ２３０の上面の高さに実質的に等しいか高い。
【００８１】
白色画素ＰＸ_Ｗにおけるオーバーコート膜２５０の上面が着色画素ＰＸ_１、ＰＸ_２、
ＰＸ_３におけるオーバーコート膜２５０の上面よりも下になって白色画素ＰＸ_Ｗのセル
ギャップが着色画素ＰＸ_１、ＰＸ_２、ＰＸ_３のセルギャップと異なってしまうことを
防ぐために、オーバーコート膜２５０は、十分な粘度を有する高平坦化有機物質を含む。
【００８２】
次いで、図９を参照すると、本発明の実施形態による対向パネルは、図８Ａ及び図８Ｂに
示す実施形態とほとんど同様であるが、遮光部材２２０の上に３つの互いに異なる色の着
色フィルタ２３０が重なって重合部ＯＰを形成している。すなわち、重合部ＯＰは、遮光
部材２２０と、その上の第１の着色フィルタ２３０_１と、その上の第２の着色フィルタ
２３０_２及びその上の第３の着色フィルタ２３０_３を備える。
【００８３】
加えて、図８Ａ及び図８Ｂに示す実施形態及び図３に示す実施形態の様々な特徴及び効果
が本発明の実施形態にも同様に適用され、ここでは、重複する説明は省略する。
【００８４】
以下、本発明の一実施形態による液晶表示パネルが備える薄膜トランジスタパネル１００
の具体的な構造について、図１Ａ、図１０Ａ、図１０Ｂ、図１１から図３７に基づいて説
明する。
【００８５】
図１０Ａは、本発明の一実施形態による液晶表示パネルの配置図であり、図１０Ｂ、図１
１から図３３は、それぞれ図１０Ａに示す液晶表示パネルをＸ-Ｘ線に沿って切り取った
断面図であり、図３４Ａは、本発明の一実施形態による液晶表示パネルの配置図であり、
図３４Ｂ、図３５から図３７は、それぞれ図３４Ａに示す液晶表示パネルをＸＸＸＩＶ-
ＸＸＸＩＶ線に沿って切り取った断面図である。
【００８６】
図１０Ａ及び図１０Ｂを参照すると、本発明の一実施形態による薄膜トランジスタパネル
１００は、基板１１０の上に配置される複数の薄膜トランジスタ及びこれと接続される画
素電極１９１などを備える。
【００８７】
基板１１０は、ガラス、プラスチックなどの絶縁物質により製作される。
【００８８】
基板１１０の上には、ゲート線を有するゲート導電体（図示せず）が配置され、その上に
ゲート絶縁膜１４０が配置される。ゲート絶縁膜１４０は、窒化ケイ素、酸化ケイ素など
の無機絶縁物質を含む。
【００８９】
ゲート絶縁膜１４０の上には、半導体層（図示せず）及びデータ導電体が配置される。デ
ータ導電体は、データ電圧を伝達する複数のデータ線１７１を備える。データ線１７１は
、隣りの画素の間に延びるが、本発明はこれに何ら限定されない。図１０Ｂは、データ線
１７１が隣りの画素の間に配置される例を示している。データ線１７１が隣りの画素の間
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に延びる部分を含む場合、データ線１７１は、薄膜トランジスタパネル１００又は対向パ
ネル２００に配置される遮光部材により遮られる。
【００９０】
薄膜トランジスタは、ゲート線及びデータ線１７１と接続される。
【００９１】
データ導電体を備える薄膜トランジスタの上には、第１の保護膜１８０ａが配置される。
第１の保護膜１８０ａは、無機絶縁物質又は有機絶縁物質を含む。
【００９２】
第１の保護膜１８０ａの上には、複数の着色フィルタ２３０が配置される。一つの着色画
素ＰＸ_１、ＰＸ_２、ＰＸ_３には、当該色を表示する着色フィルタ２３０が配置される
。基板１１０の一部の領域の上には、複数の着色フィルタのうちの少なくとも２つが積み
重ねられて重合部ＯＰを形成する。図１０Ｂは、第１の着色フィルタ２３０_１及び第２
の着色フィルタ２３０_２の２つの着色フィルタが重なり合って重合部ＯＰを形成する例
を示している。重合部ＯＰは、薄膜トランジスタと、ゲート線と、データ線１７１及び対
向パネル２００の遮光部材などと重なり合う個所に配置されるが、本発明はこれに何ら限
定されない。
【００９３】
対向パネル２００又は薄膜トランジスタパネル１００には遮光部材が配置されるが、遮光
部材が薄膜トランジスタパネル１００に配置される場合、重合部ＯＰは遮光部材と重なり
合う。
【００９４】
重合部ＯＰは、データ線１７１と重なり合っていてもよく、データ線１７１と隣り合って
いてもよい。
【００９５】
重合部ＯＰをなす着色フィルタのうち第２の着色フィルタ２３０_２又はその上に配置さ
れる着色フィルタは、隣りの着色画素ＰＸ_１、ＰＸ_２、ＰＸ_３の着色フィルタと接続
されてもよく、図１０Ｂに示すように、隣りの着色画素ＰＸ_１、ＰＸ_２、ＰＸ_３の着
色フィルタから離隔していてもよい。第１の着色フィルタ２３０_１は、着色画素ＰＸ_１
、ＰＸ_２、ＰＸ_３の透過領域に配置される部分を含む。
【００９６】
重合部ＯＰにおける第２の着色フィルタ２３０_２の厚さＤ２は、その下に配置される第
１の着色フィルタ２３０_１の厚さＤ１よりも小さい。例えば、厚さＤ２は、厚さＤ１の
約３０％～約７０％である。さらに、重合部ＯＰをなす第ｎの着色フィルタ２３０_ｎの
厚さは、真下の第（ｎ-１）の着色フィルタ２３０_（ｎ-１）の厚さよりも小さく、例え
ば、第（ｎ-１）の着色フィルタ２３０_（ｎ-１）の厚さの約３０％～約７０％である。
最下部に配置される着色フィルタの厚さは、約２.５μｍ～約４.０μｍであるが、本発明
はこれに何ら限定されない。
【００９７】
上述した実施形態と同様に、重合部ＯＰにおける第ｎの着色フィルタ２３０_ｎの重合面
積は、真下の第（ｎ-１）の着色フィルタ２３０_（ｎ-１）の重合面積よりも小さいか等
しい。また、第ｎの着色フィルタ２３０_ｎの第（ｎ-１）の着色フィルタ２３０_（ｎ-１
）との重合領域は、第（ｎ-１）の着色フィルタ２３０_（ｎ-１）及びその下層の重合領
域の内部に配置される。
【００９８】
重合部ＯＰをなす着色フィルタのうち最上部に配置される着色フィルタの重合幅は、例え
ば、約２０μｍ～約５０μｍである。図１０Ｂに示す実施形態において、第２の着色フィ
ルタ２３０_２の重合幅Ｃ２は、約２０μｍ～約５０μｍである。
【００９９】
着色フィルタ及び第１の保護膜１８０ａの上には、透明フィルタ３３０及び透明離間部材
３５０が配置される。
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【０１００】
透明フィルタ３３０は、白色画素ＰＸ_Ｗの透過領域に配置される部分を含み、その上面
は、着色画素ＰＸ_１、ＰＸ_２、ＰＸ_３の着色フィルタの上面に実質的に等しい。これ
により、基板１１０の上面に実質的に平坦化され、白色画素ＰＸ_Ｗのセルギャップが着
色画素ＰＸ_１、ＰＸ_２、ＰＸ_３のセルギャップに実質的に等しくなる。これにより、
液晶表示パネルを側面からみたとき、色座標が捩れることが防がれる。
【０１０１】
透明離間部材３５０は、図１０Ｂに示すように、複数の着色フィルタのうちの少なくとも
２つが積み重ねられてなる複数の重合部ＯＰのうちの少なくとも一つの上に配置され、重
合部ＯＰ以外の個所のうち画素の透過領域を除く個所に配置される。特に、図１０Ｂに示
すように、透明離間部材３５０が重合部ＯＰと重なり合う個所に配置される場合、重合部
ＯＰ及び透明離間部材３５０は周辺よりも高い上面をもって突出してメインスペーサＣＳ
_Ｍを形成する。
【０１０２】
透明離間部材３５０が配置されていない重合部ＯＰの上面は、メインスペーサＣＳ_Ｍの
上面よりは低いが、周辺よりは高く突出してサブスペーサＣＳ_Ｓを形成する。
【０１０３】
透明離間部材３５０の幅Ｃ１０は、重合部ＯＰの最上部に配置される第２の着色フィルタ
２３０_２の重合幅Ｃ２よりも小さいか等しい。また、透明離間部材３５０の第２の着色
フィルタ２３０_２との重合領域は、第２の着色フィルタ２３０_２及びその真下の第１の
着色フィルタ２３０_１との重合領域の内部に配置される。
【０１０４】
透明離間部材３５０及び透明フィルタ３３０は、同じ工程及び同じ物質を用いて形成する
。透明離間部材３５０及び透明フィルタ３３０は、透明な有機物質を含み、例えば、アク
リル系樹脂などを含む。
【０１０５】
透明離間部材３５０の厚さＤ１０及び透明フィルタ３３０の厚さＤ１１は、同一又は異な
る。本発明の実施形態においては、透明離間部材３５０が透明フィルタ３３０よりも高い
個所に配置されるため、透明離間部材３５０の厚さＤ１０は透明フィルタ３３０の厚さＤ
１１よりも小さい。本発明の他の実施形態によれば、ハーフトーンを含むフォトマスクを
用いて、透明離間部材３５０の厚さＤ１０及び透明フィルタ３３０の厚さＤ１１を異なら
せて形成してもよい。
【０１０６】
第２の着色フィルタ２３０_２と、透明離間部材３５０及び透明フィルタ３３０の上には
、キャッピング膜８０が配置される。キャッピング膜８０は、その下の着色フィルタ及び
透明フィルタ３３０が浮き上がることを防ぎ、着色フィルタから流入する溶剤などの有機
物による液晶層３の汚れを抑えて液晶表示パネルの駆動時に招かれる残像などの不良を防
ぐ。
【０１０７】
キャッピング膜８０の上には、複数の画素電極１９１及び遮蔽電極１９９が配置される。
画素電極１９１及び遮蔽電極１９９は、酸化インジウム錫（ＩＴＯ）や酸化インジウム亜
鉛（ＩＺＯ）などの透明な導電物質を含む。
【０１０８】
画素電極１９１は、パターニングされて複数の枝電極（図示せず）を備えるが、本発明は
これに何ら限定されない。画素電極１９１は、キャッピング膜８０と、第１の保護膜１８
０ａ及びゲート絶縁膜１４０の少なくとも一部に形成されるコンタクト孔（図示せず）を
介して薄膜トランジスタと接続されてデータ電圧が印加される。
【０１０９】
遮蔽電極１９９は、データ線１７１を覆う部分を含む。遮蔽電極１９９は、データ線１７
１からの電場を遮蔽して隣りの画素の間の光漏れを遮断する。これにより、データ線１７
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１と重なり合う別途の遮光部材を形成することが不要になって画素の開口率及び透過率が
高められる。
【０１１０】
このような薄膜トランジスタパネル１００の製造方法について説明すると、まず、基板１
１０の上に金属などを積層してパターニングしてゲート線を備えるゲート導電体を形成す
る。
【０１１１】
次いで、ゲート導電体の上にゲート絶縁膜１４０を積層し、その上に半導体層を積層し、
その上に金属などを積層してパターニングしてデータ線１７１を備えるデータ導電体を形
成する。ゲート導電体と、半導体層及びデータ導電体は、一緒に複数の薄膜トランジスタ
を形成する。
【０１１２】
次いで、薄膜トランジスタの上に絶縁物質を積層して第１の保護膜１８０ａを形成し、そ
の上に複数の着色フィルタを形成する。特に、図１０Ｂに示すように、複数の着色フィル
タのうちの少なくとも２つが重なり合う重合部ＯＰを形成する。このとき、着色フィルタ
のパターニングは、フォトリソグラフィ工程を用いて行う。
【０１１３】
次いで、着色フィルタ及び第１の保護膜１８０ａの上に透明有機物質を積層してパターニ
ングして透明フィルタ３３０及び透明離間部材３５０を形成する。このとき、パターニン
グは、一枚のフォトマスクを用いたフォトリソグラフィ工程を用いて行う。
【０１１４】
次いで、基板２１０の全面にキャッピング膜８０を積層した後、キャッピング膜８０と、
第１の保護膜１８０ａ及びゲート絶縁膜１４０をエッチング工程などを用いてパターニン
グしてコンタクト孔を形成する。
【０１１５】
次いで、キャッピング膜８０の上に酸化インジウム錫（ＩＴＯ）や酸化インジウム亜鉛（
ＩＺＯ）などの透明導電物質を積層してパターニングして複数の画素電極１９１及び遮蔽
電極１９９を形成する。
【０１１６】
このように、本発明の実施形態によれば、メインスペーサＣＳ_Ｍをなす透明離間部材３
５０及び白色画素ＰＸ_Ｗの透明フィルタ３３０を一つのフォトリソグラフィ工程を用い
て同時に形成するので、フォトマスク及びフォトリソグラフィ工程の追加なしに工程を単
純化させて工程時間及び工程コストを減らすことができる。上述したように、透明フィル
タ３３０は、白色画素ＰＸ_Ｗのセルギャップを着色画素ＰＸ_１、ＰＸ_２、ＰＸ_３のセ
ルギャップに等しくして側面における色座標の変化を防いで表示品質を高める。
【０１１７】
さらに、本発明の実施形態によれば、遮光部材２２０及び複数の着色フィルタのうちの少
なくとも２つが重なり合って複数の重合部ＯＰを形成し、そのうちの一部に透明離間部材
３５０を形成するので、高さが異なるメインスペーサＣＳ_Ｍ及びサブスペーサＣＳ_Ｓを
両方とも追加工程なしに容易に形成することができ、様々な外部の圧力にも液晶表示パネ
ルのセルギャップを安定的に維持することができる。
【０１１８】
このようにして製造された薄膜トランジスタパネル１００は、別途に製造された対向パネ
ル２００と貼り合わせられ、液晶物質を両基板１１０、２１０の間に注入して液晶表示パ
ネルを完成する。
【０１１９】
次いで、図１１を参照すると、本発明の実施形態による薄膜トランジスタパネル１００は
、図１０Ａ及び図１０Ｂに示す実施形態とほとんど同様であるが、３つの互いに異なる色
の着色フィルタが重なり合って重合部を形成している。すなわち、重合部は、第１の着色
フィルタ２３０_１と、その上の第２の着色フィルタ２３０_２及びその上の第３の着色フ



(17) JP 2020-73968 A 2020.5.14

10

20

30

40

50

ィルタ２３０_３を備える。
【０１２０】
重合部における第２の着色フィルタ２３０_２の厚さＤ２は、その下の第１の着色フィル
タ２３０_１又は着色画素ＰＸ_１、ＰＸ_２、ＰＸ_３の透過領域に配置される第１の着色
フィルタ２３０_１の厚さＤ１よりも小さく、例えば、厚さＤ２は、厚さＤ１の約３０％
～約７０％である。重合部における第３の着色フィルタ２３０_３の厚さＤ３も第２の着
色フィルタ２３０_２の厚さＤ２よりも小さく、例えば、第１の着色フィルタ２３０_１の
厚さＤ１の約２０％～約５０％である。
【０１２１】
重合部をなす着色フィルタのうち最上部に配置される第３の着色フィルタ２３０_３の重
合幅Ｃ３は、例えば、約２０μｍ～約５０μｍであり、その下の第２の着色フィルタ２３
０_２の重合幅Ｃ２は重合幅Ｃ３よりも大きい。
【０１２２】
本発明の実施形態において、重合部の上に配置される透明離間部材３５０の幅Ｃ１０は、
重合部の最上部に配置される第３の着色フィルタ２３０_３の重合幅Ｃ３よりも小さいか
等しいので、安定的に積み重ねられる。
【０１２３】
加えて、図１０Ａ及び図１０Ｂに示す実施形態の様々な特徴及び効果が本発明の実施形態
にも同様に適用され、ここでは、重複する説明は省略する。
【０１２４】
次いで、図１２を参照すると、本発明の実施形態による薄膜トランジスタパネル１００は
、図１０Ａ及び図１０Ｂに示す実施形態とほとんど同様であるが、キャッピング膜８０の
位置が異なる。例えば、図１２に示すように、キャッピング膜８０は、透明フィルタ３３
０及び透明離間部材３５０の下に、且つ、重合部の第２の着色フィルタ２３０_２及び第
１の保護膜１８０ａの上に配置される。キャッピング膜８０は、その下の着色フィルタが
浮き上がることを防ぎ、着色フィルタから流入する溶剤などの有機物による液晶層３の汚
れを抑えて液晶表示パネルの駆動時に招かれる残像などの不良を防ぐ。
【０１２５】
これにより、透明フィルタ３３０の上に複数の画素電極１９１及び遮蔽電極１９９が配置
される。
【０１２６】
次いで、図１３を参照すると、本発明の実施形態による薄膜トランジスタパネル１００は
、図１２に示す実施形態とほとんど同様であるが、３つの互いに異なる色の着色フィルタ
が重なり合って重合部を形成している。すなわち、重合部は、第１の着色フィルタ２３０
_１と、その上の第２の着色フィルタ２３０_２及びその上の第３の着色フィルタ２３０_
３を備える。
【０１２７】
次いで、図１４を参照すると、本発明の実施形態による薄膜トランジスタパネル１００は
、図１０Ａ及び図１０Ｂに示す実施形態とほとんど同様であるが、着色フィルタと透明フ
ィルタ３３０との間に配置される第２の保護膜１８０ｂをさらに備える。第２の保護膜１
８０ｂは、有機絶縁物質又はＳｉＯＣなどの無機絶縁物質又は有機絶縁物質及び無機絶縁
物質の化合物などにより形成される。第２の保護膜１８０ｂの誘電定数は３.５以下であ
るが、本発明はこれに何ら限定されない。
【０１２８】
第２の保護膜１８０ｂは、データ線１７１を覆う部分を含む。第２の保護膜１８０ｂは、
図１４に示すように、基板１１０の全面に形成されてもよく、データ線１７１を覆うよう
に一部分にのみ形成されてもよい。第２の保護膜１８０ｂは、データ線１７１と隣り合う
画素の画素電極又は対向電極間の寄生静電容量を減らしてデータ線１７１の信号遅延を低
減する。
【０１２９】
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第２の保護膜１８０ｂの粘度は適切に調節され、これにより、基板１１０の上における平
坦度が調節される。白色画素ＰＸ_Ｗの透過領域における第２の保護膜１８０ｂの上面の
高さは、着色画素ＰＸ_１、ＰＸ_２、ＰＸ_３の透過領域における第２の保護膜１８０ｂ
の上面の高さよりも低く、その高さ差は、第２の保護膜１８０ｂの粘度により異なる。
【０１３０】
本発明の実施形態において、最下部に配置される着色フィルタの厚さは約１．５μｍ～約
２．５μｍであるが、本発明はこれに何ら限定されない。
【０１３１】
本発明の実施形態によれば、第２の保護膜１８０ｂの上に透明フィルタ３３０及び透明離
間部材３５０が配置される。
【０１３２】
透明フィルタ３３０は、白色画素ＰＸ_Ｗの透過領域に配置される部分を含む。透明フィ
ルタ３３０は、第２の保護膜１８０ｂの上面の高さが低い部分に配置されて第２の保護膜
１８０ｂの高さ差を補償する。第２の保護膜１８０ｂの粘度を調節して位置による高さ差
をある程度減らすことができるが、白色画素ＰＸ_Ｗにおける第２の保護膜１８０ｂの上
面の高さが相対的に低い場合もある。本発明の実施形態によれば、白色画素ＰＸ_Ｗの透
過領域に透明フィルタ３３０を形成するため、着色画素ＰＸ_１、ＰＸ_２、ＰＸ_３にお
ける第２の保護膜１８０ｂ及び着色フィルタ２３０の厚さの和は、白色画素ＰＸ_Ｗにお
ける第２の保護膜１８０ｂ及び透明フィルタ３３０の厚さの和に実質的に等しい。すなわ
ち、着色画素ＰＸ_１、ＰＸ_２、ＰＸ_３における第２の保護膜１８０ｂの上面の高さ及
び白色画素ＰＸ_Ｗにおける透明フィルタ３３０の上面の高さは略同様であるため、全体
的に平坦度が向上する。
【０１３３】
これにより、白色画素ＰＸ_Ｗのセルギャップが着色画素ＰＸ_１、ＰＸ_２、ＰＸ_３のセ
ルギャップに実質的に等しい。これにより、液晶表示パネルを側面から見たとき、色座標
が捩れることが防がれる。特に、本発明の実施形態によれば、粘度が調節しやすい第２の
保護膜１８０ｂを使用しながら、透明離間部材３５０と同時に形成される透明フィルタ３
３０を白色画素ＰＸ_Ｗに形成するので、全体的な平坦度の調節が一層容易になる。
【０１３４】
本発明の実施形態において、キャッピング膜８０は省略可能である。
【０１３５】
加えて、図１０Ａ及び図１０Ｂに示す実施形態の様々な特徴及び効果が本発明の実施形態
にも同様に適用され、ここでは、重複する説明は省略する。
【０１３６】
次いで、図１５を参照すると、本発明の実施形態による薄膜トランジスタパネル１００は
、図１４に示す実施形態とほとんど同様であるが、３つの互いに異なる色の着色フィルタ
が重なり合って重合部を形成している。すなわち、重合部は、第１の着色フィルタ２３０
_１と、その上の第２の着色フィルタ２３０_２及びその上の第３の着色フィルタ２３０_
３を備える。
【０１３７】
加えて、図１４及び図１１に示す実施形態の様々な特徴及び効果が本発明の実施形態にも
同様に適用され、ここでは、重複する説明は省略する。
【０１３８】
次いで、図１６を参照すると、本発明の実施形態による薄膜トランジスタパネル１００は
、図１４に示す実施形態とほとんど同様であるが、キャッピング膜８０の位置が異なる。
例えば、図１６に示すように、キャッピング膜８０は第２の保護膜１８０ｂの下に、且つ
、重合部の第２の着色フィルタ２３０_２及び第１の保護膜１８０ａの上に配置される。
キャッピング膜８０は、その下の着色フィルタが浮き上がることを防ぎ、着色フィルタか
ら流入する溶剤などの有機物による液晶層３の汚れを抑えて液晶表示パネルの駆動時に招
かれる残像などの不良を防ぐ。
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【０１３９】
これにより、透明フィルタ３３０及び第２の保護膜１８０ｂの上に複数の画素電極１９１
及び遮蔽電極１９９が配置される。
【０１４０】
次いで、図１７を参照すると、本発明の実施形態による薄膜トランジスタパネル１００は
、図１６に示す実施形態とほとんど同様であるが、３つの互いに異なる色の着色フィルタ
が重なり合って重合部を形成している。すなわち、重合部は、第１の着色フィルタ２３０
_１と、その上の第２の着色フィルタ２３０_２及びその上の第３の着色フィルタ２３０_
３を備える。
【０１４１】
加えて、図１６及び図１１に示す実施形態の様々な特徴及び効果が本発明の実施形態にも
同様に適用され、ここでは、重複する説明は省略する。
【０１４２】
次いで、図１８を参照すると、本発明の実施形態による薄膜トランジスタパネル１００は
、図１０に示す実施形態とほとんど同様であるが、透明離間部材３５０が重合部の上に配
置されることなく、画素の透過領域を除く個所、例えば、遮光部材、薄膜トランジスタ、
ゲート線、データ線１７１などの信号線と重なり合う個所に配置される。
【０１４３】
この場合、複数の着色フィルタ２３０のうちの少なくとも２つが重なり合う重合部の上面
及び透明離間部材３５０の上面の高さは、実質的に同一又は異なる。図１８に示すように
、重合部の上面が透明離間部材３５０の上面よりも高い場合、重合部はその上のキャッピ
ング膜８０などと共にメインスペーサＣＳ_Ｍをなし、透明離間部材３５０はサブスペー
サＣＳ_Ｓをなす。これとは異なり、重合部の上面及び透明離間部材３５０の上面が実質
的に同一である場合、同じスペーサＣＳとして機能する。
【０１４４】
次いで、図１９を参照すると、本発明の実施形態による対向パネルは、図１８に示す実施
形態とほとんど同様であるが、３つの互いに異なる色の着色フィルタ２３０が重なり合っ
て重合部を形成している。すなわち、重合部は、第１の着色フィルタ２３０_１と、その
上の第２の着色フィルタ２３０_２及びその上の第３の着色フィルタ２３０_３を備える。
【０１４５】
加えて、図１８に示す実施形態及び図１１に示す実施形態の様々な特徴及び効果が本発明
の実施形態にも同様に適用され、ここでは、重複する説明は省略する。
【０１４６】
次いで、図２０を参照すると、本発明の実施形態による薄膜トランジスタパネル１００は
、図１８に示す実施形態とほとんど同様であるが、キャッピング膜８０の位置が異なる。
例えば、図２０に示すように、キャッピング膜８０は、透明フィルタ３３０及び透明離間
部材３５０の下に、且つ、着色フィルタ２３０及び第１の保護膜１８０ａの上に配置され
る。キャッピング膜８０は、その下の着色フィルタ２３０が浮き上がることを防ぎ、着色
フィルタ２３０から流入する溶剤などの有機物による液晶層３の汚れを抑えて液晶表示パ
ネルの駆動時に招かれる残像などの不良を防ぐ。
【０１４７】
これにより、透明フィルタ３３０の上に複数の画素電極１９１及び遮蔽電極１９９が配置
される。
【０１４８】
次いで、図２１を参照すると、本発明の実施形態による対向パネルは、図２０に示す実施
形態とほとんど同様であるが、３つの互いに異なる色の着色フィルタ２３０が重なり合っ
て重合部を形成している。すなわち、重合部は、第１の着色フィルタ２３０_１と、その
上の第２の着色フィルタ２３０_２及びその上の第３の着色フィルタ２３０_３を備える。
【０１４９】
加えて、図２０に示す実施形態及び図１１に示す実施形態の様々な特徴及び効果が本発明
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の実施形態にも同様に適用され、ここでは、重複する説明は省略する。
【０１５０】
次いで、図２２を参照すると、本発明の実施形態による薄膜トランジスタパネル１００は
、図１８に示す実施形態とほとんど同様であるが、着色フィルタ２３０と透明フィルタ３
３０との間に配置される第２の保護膜１８０ｂをさらに備える。第２の保護膜１８０ｂは
、有機絶縁物質又はＳｉＯＣなどの無機絶縁物質又は有機絶縁物質及び無機絶縁物質の化
合物などにより形成される。第２の保護膜１８０ｂの誘電定数は３.５以下であるが、本
発明はこれに何ら限定されない。
【０１５１】
本発明の実施形態において、キャッピング膜８０は省略可能である。
【０１５２】
加えて、図１８及び図１４に示す実施形態の様々な特徴及び効果が本発明の実施形態にも
同様に適用され、ここでは、重複する説明は省略する。
【０１５３】
次いで、図２３を参照すると、本発明の実施形態による薄膜トランジスタパネル１００は
、図２２に示す実施形態とほとんど同様であるが、３つの互いに異なる色の着色フィルタ
２３０が重なり合って重合部を形成している。すなわち、重合部は、第１の着色フィルタ
２３０_１と、その上の第２の着色フィルタ２３０_２及びその上の第３の着色フィルタ２
３０_３を備える。
【０１５４】
加えて、図２２及び図１１に示す実施形態の様々な特徴及び効果が本発明の実施形態にも
同様に適用され、ここでは、重複する説明は省略する。
【０１５５】
次いで、図２４を参照すると、本発明の実施形態による薄膜トランジスタパネル１００は
、図２２に示す実施形態とほとんど同様であるが、キャッピング膜８０の位置が異なる。
例えば、図２４に示すように、キャッピング膜８０は、第２の保護膜１８０ｂの下に、且
つ、着色フィルタ２３０及び第１の保護膜１８０ａの上に配置される。キャッピング膜８
０は、その下の着色フィルタ２３０が浮き上がることを防ぎ、着色フィルタ２３０から流
入する溶剤などの有機物による液晶層３の汚れを抑えて液晶表示パネルの駆動時に招かれ
る残像などの不良を防ぐ。
【０１５６】
これにより、透明フィルタ３３０及び第２の保護膜１８０ｂの上に複数の画素電極１９１
及び遮蔽電極１９９が配置される。
【０１５７】
次いで、図２５を参照すると、本発明の実施形態による薄膜トランジスタパネル１００は
、図２４に示す実施形態とほとんど同様であるが、３つの互いに異なる色の着色フィルタ
２３０が重なり合って重合部を形成している。すなわち、重合部は、第１の着色フィルタ
２３０_１と、その上の第２の着色フィルタ２３０_２及びその上の第３の着色フィルタ２
３０_３を備える。
【０１５８】
加えて、図２４及び図１１に示す実施形態の様々な特徴及び効果が本発明の実施形態にも
同様に適用され、ここでは、重複する説明は省略する。
【０１５９】
次いで、図２６を参照すると、本発明の実施形態による薄膜トランジスタパネル１００は
、図１８に示す実施形態とほとんど同様であるが、重合部の上面が透明離間部材３５０の
上面よりも低い。この場合、重合部は、その上のキャッピング膜８０などと共にサブスペ
ーサＣＳ_Ｓをなし、透明離間部材３５０は、メインスペーサＣＳ_Ｍをなす。これとは異
なり、重合部の上面及び透明離間部材３５０の上面が実質的に同一である場合、同じスペ
ーサＣＳとして機能する。
【０１６０】
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次いで、図２７を参照すると、本発明の実施形態による対向パネルは、図２６に示す実施
形態とほとんど同様であるが、３つの互いに異なる色の着色フィルタ２３０が重なり合っ
て重合部を形成している。すなわち、重合部は、第１の着色フィルタ２３０_１と、その
上の第２の着色フィルタ２３０_２及びその上の第３の着色フィルタ２３０_３を備える。
【０１６１】
加えて、図２６に示す実施形態及び図１１に示す実施形態の様々な特徴及び効果が本発明
の実施形態にも同様に適用され、ここでは、重複する説明は省略する。
【０１６２】
次いで、図２８を参照すると、本発明の実施形態による薄膜トランジスタパネル１００は
、図２６に示す実施形態とほとんど同様であるが、キャッピング膜８０の位置が異なる。
例えば、図２８に示すように、キャッピング膜８０は、透明フィルタ３３０及び透明離間
部材３５０の下に、且つ、着色フィルタ２３０及び第１の保護膜１８０ａの上に配置され
る。これにより、透明フィルタ３３０の上に複数の画素電極１９１及び遮蔽電極１９９が
配置される。
【０１６３】
次いで、図２９を参照すると、本発明の実施形態による対向パネルは、図２８に示す実施
形態とほとんど同様であるが、３つの互いに異なる色の着色フィルタ２３０が重なり合っ
て重合部を形成している。すなわち、重合部は、第１の着色フィルタ２３０_１と、その
上の第２の着色フィルタ２３０_２及びその上の第３の着色フィルタ２３０_３を備える。
【０１６４】
加えて、図２８に示す実施形態及び図１１に示す実施形態の様々な特徴及び効果が本発明
の実施形態にも同様に適用され、ここでは、重複する説明は省略する。
【０１６５】
次いで、図３０を参照すると、本発明の実施形態による薄膜トランジスタパネル１００は
、図２６に示す実施形態とほとんど同様であるが、着色フィルタ２３０と透明フィルタ３
３０との間に配置される第２の保護膜１８０ｂをさらに備える。本発明の実施形態におい
て、キャッピング膜８０は省略可能である。
【０１６６】
加えて、図２６及び図１４に示す実施形態の様々な特徴及び効果が本発明の実施形態にも
同様に適用され、ここでは、重複する説明は省略する。
【０１６７】
次いで、図３１を参照すると、本発明の実施形態による薄膜トランジスタパネル１００は
、図３０に示す実施形態とほとんど同様であるが、３つの互いに異なる色の着色フィルタ
２３０が重なり合って重合部を形成している。すなわち、重合部は、第１の着色フィルタ
２３０_１と、その上の第２の着色フィルタ２３０_２及びその上の第３の着色フィルタ２
３０_３を備える。
【０１６８】
次いで、図３２を参照すると、本発明の実施形態による薄膜トランジスタパネル１００は
、図３０に示す実施形態とほとんど同様であるが、キャッピング膜８０の位置が異なる。
例えば、図３２に示すように、キャッピング膜８０は、第２の保護膜１８０ｂの下に、且
つ、着色フィルタ２３０及び第１の保護膜１８０ａの上に配置される。これにより、透明
フィルタ３３０及び第２の保護膜１８０ｂの上に複数の画素電極１９１及び遮蔽電極１９
９が配置される。
【０１６９】
次いで、図３３を参照すると、本発明の実施形態による薄膜トランジスタパネル１００は
、図３２に示す実施形態とほとんど同様であるが、３つの互いに異なる色の着色フィルタ
２３０が重なり合って重合部を形成している。すなわち、重合部は、第１の着色フィルタ
２３０_１と、その上の第２の着色フィルタ２３０_２及びその上の第３の着色フィルタ２
３０_３を備える。
【０１７０】
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次いで、図３４Ａ及び図３４Ｂを参照すると、本発明の実施形態による薄膜トランジスタ
パネル１００は、図１４に示す実施形態とほとんど同様であるが、透明フィルタ３３０及
び透明離間部材３５０が形成されない。すなわち、白色画素ＰＸ_Ｗには別途の透明フィ
ルタが形成されず、且つ、セルギャップを維持するための別途のスペーサが形成されない
。このため、透明フィルタ及び透明離間部材を形成するためのフォトリソグラフィ工程が
省略されて製造工程がさらに単純化する。その代わりに、互いに異なる着色フィルタの少
なくとも２つが重なり合ってなる重合部の上面が周辺よりも高く形成されて重合部及びそ
の上の第２の保護膜１８０ｂとキャッピング膜８０などと共にセルギャップを維持するス
ペーサＣＳとして機能する。
【０１７１】
白色画素ＰＸ_Ｗの透過領域のほとんどは、第２の保護膜１８０ｂにより充填される。こ
のため、白色画素ＰＸ_Ｗの透過領域に配置される第２の保護膜１８０ｂの厚さは、着色
画素ＰＸ_１、ＰＸ_２、ＰＸ_３の透過領域に配置される着色フィルタの厚さに実質的に
等しいか厚い。また、白色画素ＰＸ_Ｗの透過領域に配置される第２の保護膜１８０ｂの
厚さは、着色画素ＰＸ_１、ＰＸ_２、ＰＸ_３の着色フィルタの上に配置される第２の保
護膜１８０ｂの厚さよりも大きい。これにより、白色画素ＰＸ_Ｗにおける第２の保護膜
１８０ｂの上面の高さは、着色画素ＰＸ_１、ＰＸ_２、ＰＸ_３の透過領域に配置される
着色フィルタの上面の高さに実質的に等しいか高い。
【０１７２】
白色画素ＰＸ_Ｗにおける第２の保護膜１８０ｂの上面が着色画素ＰＸ_１、ＰＸ_２、Ｐ
Ｘ_３における第２の保護膜１８０ｂの上面よりも下になって白色画素ＰＸ_Ｗのセルギャ
ップが着色画素ＰＸ_１、ＰＸ_２、ＰＸ_３のセルギャップと異なってしまうことを防ぐ
ために、第２の保護膜１８０ｂは、十分な粘度を有する高平坦化有機物質を含む。
【０１７３】
次いで、図３５を参照すると、本発明の実施形態による薄膜トランジスタパネル１００は
、図３４Ａ及び図３４Ｂに示す実施形態とほとんど同様であるが、３つの互いに異なる色
の着色フィルタが重なり合って重合部を形成している。すなわち、重合部は、第１の着色
フィルタ２３０_１と、その上の第２の着色フィルタ２３０_２及びその上の第３の着色フ
ィルタ２３０_３を備える。
【０１７４】
次いで、図３６を参照すると、本発明の実施形態による薄膜トランジスタパネル１００は
、図３４Ａ及び図３４Ｂに示す実施形態とほとんど同様であるが、キャッピング膜８０の
位置が異なる。例えば、図３６に示すように、キャッピング膜８０は、第２の保護膜１８
０ｂの下に、且つ、重合部の第２の着色フィルタ２３０_２及び第１の保護膜１８０ａの
上に配置される。これにより、第２の保護膜１８０ｂの上に複数の画素電極１９１及び遮
蔽電極１９９が配置される。
【０１７５】
次いで、図３７を参照すると、本発明の実施形態による対向パネルは、図３６に示す実施
形態とほとんど同様であるが、３つの互いに異なる色の着色フィルタ２３０が重なり合っ
て重合部を形成している。すなわち、重合部は、第１の着色フィルタ２３０_１と、その
上の第２の着色フィルタ２３０_２及びその上の第３の着色フィルタ２３０_３を備える。
【０１７６】
以下、本発明の一実施形態による液晶表示パネルについて、図３８から図４４に基づいて
説明する。なお、上述した実施形態と同じ構成要素に対しては同じ図面符号を付し、重複
する説明は省略して相違点を中心として説明する。
【０１７７】
図３８は、本発明の一実施形態による液晶表示パネルの隣接した３つの画素に対する配置
図であり、図３９から図４４は、それぞれ図３８に示す液晶表示パネルをＸＸＸＩＸ-Ｘ
ＸＸＩＸ線に沿って切り取った断面図である。
【０１７８】
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本発明の実施形態による液晶表示パネルは、上述した実施形態とほとんど同様であるが、
着色フィルタの位置及び構造などが異なる。
【０１７９】
図３８を参照すると、遮光部材２２０の開口部により着色画素ＰＸ_１ＰＸ_２、ＰＸ_３
及び白色画素ＰＸ_Ｗの透過領域が限定される。本発明の実施形態によれば、白色画素Ｐ
Ｘ_Ｗの透過領域内にも着色フィルタ２３０が配置される。白色画素ＰＸ_Ｗの透過領域内
に配置される着色フィルタ２３０は、着色画素ＰＸ_１ＰＸ_２、ＰＸ_３に配置される着
色フィルタ２３０と区別して、白色内着色フィルタ（ｃｏｌｏｒｆｉｌｔｅｒ ｉｎ ｗｈ
ｉｔｅ）２３０_Ｗ１、２３０_Ｗ２、２３０_Ｗ３と称する。図３８は、一つの白色画素
ＰＸ_Ｗ内に互いに異なる３つの着色フィルタ２３０_Ｗ１、２３０_Ｗ２、２３０_Ｗ３が
配置される例を示すが、本発明はこれに何ら限定されるものではなく、２つの異なる着色
フィルタが配置されてもよい。
【０１８０】
白色内着色フィルタ２３０_Ｗ１、２３０_Ｗ２、２３０_Ｗ３の平面形状及び断面構造は
、種々に設定される。図３８を参照すると、本発明の一実施形態による白色内着色フィル
タ２３０_Ｗ１、２３０_Ｗ２、２３０_Ｗ３は、重なり合わずに横方向又は縦方向に長く
延びる部分及び少なくとも一部が重なり合う部分を含む。特に、各白色内着色フィルタ２
３０_Ｗ１、２３０_Ｗ２、２３０_Ｗ３が長く延びる方向は、白色画素ＰＸ_Ｗの長辺が延
びる方向と平行ではない。すなわち、図３８に示す実施形態のように、白色画素ＰＸ_Ｗ
が横方向よりも縦方向にさらに長い場合、白色内着色フィルタ２３０_Ｗ１、２３０_Ｗ２
、２３０_Ｗ３のそれぞれが延びる方向は、略横方向である。また、複数の白色内着色フ
ィルタ２３０_Ｗ１、２３０_Ｗ２、２３０_Ｗ３が長く延びる方向は、互いに平行である
。
【０１８１】
一つの白色画素ＰＸ_Ｗに配置される複数の白色内着色フィルタ２３０_Ｗ１、２３０_Ｗ
２、２３０_Ｗ３の少なくとも２つが重なり合う部分は、上述した実施形態による液晶表
示パネルの重合部とほとんど同様である。
【０１８２】
図３８から図４０に基づき、まず、着色フィルタ２３０及び遮光部材２２０が対向パネル
２００に配置される例について説明する。
【０１８３】
基板２１０の上に開口部を備える遮光部材２２０が配置され、その上に複数の着色フィル
タ２３０が配置される。上述したように、白色画素ＰＸ_Ｗの透過領域内に少なくとも２
つの着色フィルタ２３０が形成されて白色内着色フィルタ２３０_Ｗ１、２３０_Ｗ２、２
３０_Ｗ３を構成する。白色内着色フィルタ２３０_Ｗ１、２３０_Ｗ２、２３０_Ｗ３の少
なくとも２つが重なり合う部分を、上述した実施形態の重合部と区別して、白色内重合部
ＷＯＰと称する。白色内重合部ＷＯＰのうち最下部の着色フィルタは第１の着色フィルタ
２３０_１と称し、その上のｎ番目（ｎは、２以上の自然数）に配置される着色フィルタ
を第ｎの着色フィルタ２３０_ｎと称する。白色内重合部ＷＯＰをなす着色フィルタの重
合領域の面積及び厚さなどは上述した通りであるため、ここでは詳細な説明は省略する。
【０１８４】
白色内重合部ＷＯＰは、各白色内着色フィルタ２３０_Ｗ１、２３０_Ｗ２、２３０_Ｗ３
が重なり合わずに長く延びる部分と接続され、これにより、白色内重合部ＷＯＰの安定性
が高められる。
【０１８５】
着色フィルタ２３０及び遮光部材２２０の上にオーバーコート膜２５０が配置される。オ
ーバーコート膜２５０の粘度を適切に調節して基板２１０上における平坦度を調節する。
すなわち、オーバーコート膜２５０の粘度を適切に低めて白色画素ＰＸ_Ｗの透過領域に
おけるオーバーコート膜２５０の上面の高さを着色画素ＰＸ_１、ＰＸ_２、ＰＸ_３の透
過領域におけるオーバーコート膜２５０の上面の高さに実質的に等しくする。特に、白色
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画素ＰＸ_Ｗの透過領域には少なくとも２つの白色内着色フィルタ２３０_Ｗ１、２３０_
Ｗ２、２３０_Ｗ３が配置されるので、白色画素ＰＸ_Ｗ内においてオーバーコート膜２５
０の上面が沈下することが防がれて平坦度が一層向上する。
【０１８６】
白色内重合部ＷＯＰ及びその上のオーバーコート膜２５０は周辺よりも高い上面を有して
液晶層３のセルギャップを維持するスペーサＣＳを形成する。このため、別途のスペーサ
を形成することが不要になってフォトマスクの枚数が低減される。
【０１８７】
オーバーコート膜２５０の上には、対向電極２７０が配置される。対向電極２７０はパタ
ーニングされており、スペーサを形成する白色内重合部ＷＯＰの上には形成されない。
【０１８８】
図４０に示す実施形態は、図３９に示す実施形態とほとんど同様であるが、白色内重合部
ＷＯＰの上に離間部材３７０がさらに配置される。白色内重合部ＷＯＰと、その上のオー
バーコート及び離間部材３７０は、周辺よりも高い上面を有してスペーサＣＳを形成する
。特に、図３９に示すスペーサＣＳも一緒に形成する場合、図４０に示す離間部材３７０
が配置されるスペーサＣＳは相対的に高いのでメインスペーサとして機能し、図４８に示
すスペーサＣＳはサブスペーサとして機能する。
【０１８９】
本発明の実施形態によれば、白色画素ＰＸ_Ｗの内部に白色内着色フィルタ２３０_Ｗ１、
２３０_Ｗ２、２３０_Ｗ３が配置されるので、白色内着色フィルタ２３０_Ｗ１、２３０_
Ｗ２、２３０_Ｗ３の面積などを調節して白色画素ＰＸ_Ｗの色座標を調節することが容易
である。
【０１９０】
次いで、図４１から図４４に基づき、着色フィルタ２３０が薄膜トランジスタパネル１０
０に配置される例について説明する。この場合、遮光部材２２０は、薄膜トランジスタパ
ネル１００又は対向パネル２００のうちのいずれか一方に配置される。
【０１９１】
薄膜トランジスタパネル１００の基板１１０の上に、ゲート導電体（図示せず）と、ゲー
ト絶縁膜１４０及び半導体層（図示せず）がこの順に配置され、その上にデータ線１７１
を備えるデータ導電体が配置される。データ線１７１は、隣りの画素の間に延びるが、本
発明はこれに何ら限定されない。
【０１９２】
データ導電体の上には、第１の保護膜１８０ａが配置される。
【０１９３】
第１の保護膜１８０ａの上には、複数の着色フィルタ２３０が配置される。上述したよう
に、白色画素ＰＸ_Ｗの透過領域内に少なくとも２つの着色フィルタ２３０が形成されて
白色内着色フィルタ２３０_Ｗ１、２３０_Ｗ２、２３０_Ｗ３を構成する。白色内着色フ
ィルタ２３０_Ｗ１、２３０_Ｗ２、２３０_Ｗ３の少なくとも２つが重なり合う部分を白
色内重合部ＷＯＰと称する。白色内重合部ＷＯＰのうち最下部の着色フィルタは第１の着
色フィルタ２３０_１と称し、その上のｎ番目（ｎは、２以上の自然数）に配置される着
色フィルタを第ｎの着色フィルタ２３０_ｎと称する。白色内重合部ＷＯＰをなす着色フ
ィルタの重合領域の面積及び厚さなどは上述した通りであるため、ここではその詳細な説
明を省略する。
【０１９４】
本発明の実施形態においても、白色内重合部ＷＯＰは、各白色内着色フィルタ２３０_Ｗ
１、２３０_Ｗ２、２３０_Ｗ３が重なり合わずに長く延びる部分と接続され、これにより
、白色内重合部ＷＯＰの安定性が高められる。
【０１９５】
着色フィルタ２３０の上には、有機物質を含む第２の保護膜１８０ｂが配置される。第２
の保護膜１８０ｂの粘度は適切に調節され、これにより、基板１１０の上における平坦度
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が調節される。特に、本発明の実施形態によれば、白色画素ＰＸ_Ｗの透過領域の内部に
白色内着色フィルタ２３０_Ｗ１、２３０_Ｗ２、２３０_Ｗ３が形成されるので、別途の
白色フィルタが形成されていない白色画素ＰＸ_Ｗの透過領域における第２の保護膜１８
０ｂの上面が沈下しない。すなわち、白色画素ＰＸ_Ｗの透過領域における第２の保護膜
１８０ｂの上面の高さは、着色画素ＰＸ_１、ＰＸ_２、ＰＸ_３の透過領域における第２
の保護膜１８０ｂの上面の高さに略等しく、これにより、基板１１０上の平坦度が向上す
る。
【０１９６】
白色画素ＰＸ_Ｗの内部に白色内着色フィルタ２３０_Ｗ１、２３０_Ｗ２、２３０_Ｗ３が
配置されるので、白色内着色フィルタ２３０_Ｗ１、２３０_Ｗ２、２３０_Ｗ３の面積な
どを調節して白色画素ＰＸ_Ｗの色座標を調節することが容易である。
【０１９７】
第２の保護膜１８０ｂの上には、キャッピング膜８０が配置される。これとは異なり、キ
ャッピング膜８０は省略可能である。
【０１９８】
キャッピング膜８０の上には、複数の画素電極１９１が配置される。
【０１９９】
白色内重合部ＷＯＰ及びその上のオーバーコート膜２５０は、周辺よりも高い上面を有し
て液晶層３のセルギャップを維持するスペーサＣＳを形成する。このため、別途のスペー
サを形成することが不要になってフォトマスクの枚数が低減される。
【０２００】
次いで、図４２を参照すると、本発明の実施形態による薄膜トランジスタパネル１００は
、図４１に示す実施形態とほとんど同様であるが、キャッピング膜８０の位置が異なる。
例えば、図４２に示すように、キャッピング膜８０は、着色フィルタ２３０の上及び第２
の保護膜１８０ｂの下に配置される。
【０２０１】
次いで、図４３を参照すると、本発明の実施形態による薄膜トランジスタパネル１００は
、図４２に示す実施形態とほとんど同様であるが、白色内重合部ＷＯＰの上に離間部材３
７０がさらに配置される。白色内重合部ＷＯＰと、その上のキャッピング膜８０と、第２
の保護膜１８０ｂ及び離間部材３７０は周辺よりも高い上面を有してスペーサＣＳを形成
する。特に、図４２に示すスペーサＣＳも一緒に形成する場合、図４３に示す離間部材３
７０が配置されるスペーサＣＳは相対的に高さが高いのでメインスペーサとして機能し、
図４２に示すスペーサＣＳはサブスペーサとして機能する。
【０２０２】
次いで、図４４を参照すると、本発明の実施形態による薄膜トランジスタパネル１００は
、図４１に示す実施形態とほとんど同様であるが、白色内重合部ＷＯＰの上に離間部材３
７０がさらに配置される。白色内重合部ＷＯＰと、その上のキャッピング膜８０と、第２
の保護膜１８０ｂ及び離間部材３７０は周辺よりも高い上面を有してスペーサＣＳを形成
する。特に、図４１に示すスペーサＣＳも一緒に形成する場合、図４４に示す離間部材３
７０が配置されるスペーサＣＳは相対的に高さが高いのでメインスペーサとして機能し、
図４１に示すスペーサＣＳはサブスペーサとして機能する。
【０２０３】
以上、本発明の実施形態について詳細に説明したが、本発明の権利範囲はこれに何ら限定
されるものではなく、下記の特許請求の範囲において定義している本発明の基本概念を用
いた当業者の種々の変形及び改良形態もまた本発明の権利範囲に属する。
【符号の説明】
【０２０４】
８０…オーバーコート
１００…薄膜トランジスタパネル
１１０、２１０…基板
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１２１…ゲート線
１４０…ゲート絶縁膜
１７１…データ線
１８０ａ、１８０ｂ…保護膜
１９１…画素電極
２００…対向パネル
２２０…遮光部材
２３０…着色フィルタ
２７０…対向電極
３５０…透明離間部材
３７０…離間部材
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